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出会い 

校長 櫻井 勉 

 先日、出身高校の同窓会があり、なつかしい仲間と

ともにお世話になった先生方とも再会しました。40年

以上経っているし、風貌もかなり変わっている私のこ

となど覚えていないだろうと思いつつ、高校１年生の

ときだけ担任をしてもらった女性の先生に自己紹介

しようと近づいていくと、こちらが話しかける前に

「ちょっと、櫻井くんじゃない。変わらないわね！」

と言われ度肝を抜かれました。さらに当時私がやらか

した失敗や学級での様子に加え、「初めての保護者会

で、PTA 役員を引き受けてくれる人がいなくて沈黙の

時間が続いていたとき、あなたのお母様が『では私が

やります』って手を挙げてくれたのよ。あの瞬間は忘

れられないわ」という私が全く知らなかったエピソー

ドまで飛び出し、心の底から驚かされました。 

 当初は「何百人、何千人もの生徒や保護者と関わっ

てきた人が、何十年も前のちょっとした瞬間を鮮明に

覚えているなんて、もうすぐ８０歳だというのに記憶

力がすご過ぎる…」といった畏敬の念

ばかりでしたが、少しずつ先生が無意

識に贈ってくれたメッセージの意味

が見えてきました。 

  

それは「全力で人と出会う」という

ことです。必死に記憶を掘り起こして

みると、当時は生意気盛りで部活動以

外の学校生活には手を抜きがちだった私たちに、先生

は常に真剣勝負で向き合ってくれていました。だから

きっと、保護者会でも全力で初対面の親たちとの出会

いを迎えたのでしょう。単に「記憶力がいい」だけで

はなく、人との出会い

を心から大切にし、一

人ひとりと全力で向

き合える人は、その人

との些細な出来事も 

 

心に刻み込まれ、何十年後であっても、再会の瞬間に

自動的に記憶の再生ボタンが押されるのかもしれま

せん。 

 ３年生のみなさんは間もなく中学校生活との「別れ」

を迎えます。それはすなわち、たくさんの新しい「出 

会い」の幕開けを意味します。縁あって新しいステー

ジをともに歩むことになった人たちには自分から心

の扉を開いて、一生の宝物となる

ような「出会い」を全力で迎えてく

ださい。 

 １．２年生も新しいクラス、新し

い仲間や先生との出会いが待って

います。そして、ドキドキ・ワクワ

クしながら入学してくる後輩たち

が安心して中学校生活のスタート

を切ることができるよう、頼れる、カッコいい先輩と

して入学式の日の出会いを飾ってください。 

出会いは、人に限ったものではありません。自然教

室のスキーのような初めての体験や、何か新しいこと

に挑戦することも「新し

い自分との出会い」につ

ながります。ぜひ、新しい

ことに出会おうとする自

分、チャレンジしようと

する自分を応援してあげ

てください。 

 

昨年４月、生徒のみなさんが、温かくて元気なあい

さつができること、丁寧すぎるほどのお辞儀ができる

こと、校歌を元気いっぱいに歌うこと、初対面の大人

にも壁をつくらず自然に

接してくれることなど、た

くさんの「うれしい驚き」

とともに、私たち教職員も

第五中学校での新しい出

会いを迎えることができ

ました。だからこれから

も、第五中学校を縁としたたくさんの出会いを全力で

迎えたいと思います。 

間もなくやってくる令和７年度にも、生徒、保護者、

地域、関係機関のみなさん、そして学園・学校にたく

さんの素晴らしい出会いが訪れることを願っていま

す。 『出会い』は人生の宝物です。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7 年 3 月３日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 13号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 

   

自然教室（１年生）(２/１９～２１) 

１月の２年生に引き続き、三鷹市川上

郷自然の村を拠点に、サンメドウズ清

里スキー場で実施された自然教室は１

年生にとって素晴らしい「成長」の機会

となりました。初日は雪が舞いました

が、２・３日目は雄大な八ヶ岳主峰「赤

岳」を背に最高のコンディションの中

でスキーを満喫し、目に見える形で「上

達」することができました。豊かな自然

の中で仲間たちと寝食を共にできた

この経験は、素敵な思い出として一人

ひとりの胸に深く刻まれたことでしょ

う。今後の１年生の活躍が楽しみです。 

 

   

 

   

劇と音楽の会（E組）（2/14） 

調布グリーンホールに多摩地区から

16校の生徒が集まり、大ホールを利用

して盛大に開催されました。合唱「あの

丘の向こうから」を爽やかに歌い上げ

ると、ハンドベル＆トーンチャイムを使

って「ダイナミック琉球」のイントロの演

奏へ…。そして「イーヤーサーサー」の掛

け声も高らかに、演舞エイサーを堂々と

披露しました。躍動感溢れる演技に会

場中から大きな拍手が湧き上がりまし

た。緊張ももちろんありましたが、それ

まで積み重ねてきた努力を「自信」に変

え、ステージをＥ組の温かく、元気なカ

ラー一色に染め上げていました。 

 

２月の五中生：学習・学校行事など… 寒さに負けず意欲的に取り組む日々を送りました！ 

  

 

３（月） 避難訓練 いじめアンケート実施 

 都立高校一次検査発表  

 3年生：②～⑥カット 給食なし  

４（火） 保護者会（１・２年） 部活動再登校 

 ⑤⑥カット 

５（水） 職員会議 いじめ対策委員会 

６（木） ３年生：いのちの授業（⑤⑥）  

7（金） ３年生：花いっぱい運動（⑥） 

 E組：三送会・保護者会 

9（日） 鷹南祭  

１0（月）  生徒会朝礼 安全指導 

 ３年生：学年時間割始 

１1（火）  ３年生：薬物乱用防止教室（⑥） 

 学園運営委員会 

１2（水） ３年生：茶道体験 

１3（木） 卒業式予行・職員打合せ 部活動再登校  

14（金） ３年生：スポーツ大会 

17（月） ３年生：給食終 

18（火） 卒業式準備（⑤⑥カット） 

19（水） 第６５回卒業式 

２1（金）  １年生：スポーツ大会 大掃除 

２4（月） ２年生：スポーツ大会 離任式（⑤） 

 １・２年生：給食終 

25（火） 修了式 １年生：卒業生の話を聞く会（②） 

２６（水） 春季休業日始 

 がん教育（２年生）（2/20） 

がん研有明病院医師の三浦裕司先生を講師に迎え、２年

生を対象に実施しました。今後、日本人の二人に一人は

罹患すると推測されているがんについての正しい知識を

わかりやすく説明していだたきました。健康と命の大切

さについて深く考えるきっかけとなりました。 

 春季考査（2/2５・2６） 

１年間の締めくくりとなる大切なテストと、真剣に向き

合い、努力している姿に一人ひとりの成長を感じとるこ

とができます。特に３年生にとっては、中学校生活最後

の定期考査となりました。２１日に行われた都立高校一

次検査を受検した多数の生徒にとっては、大変なことだ

ったと思いますが、それでも一生懸命に問題に向き合

い、丁寧に解答をしていました。 

 
英語スピーキングテスト（１・２年生）（2/28） 

１年生、２年生を対象に本校英語室を会場に実施しまし

た。British Council から運営・監督など職員の派遣

があり、その指示のもとタブレット端末に解答音声を録

音する方式で行われました。「話すこと」に関する学習の

定着度を確認する機会となります。結果は 4 月以降に

通知されます。 

東京都中学校書写研究会主催 第６４回 東京都中学校書き初め紙上展 

＜東京都教育委員会賞＞  小松 詩（２年） 

           

一般社団法人情報オリンピック日本委員会 日本情報オリンピック 

＜敢闘賞＞ 第 5回女性部門（JOIG）本選で Bランク 

 納野 麻衣子（２年） 

※「第２４回日本情報オリンピック」予選で優秀な成績を修め、本選進出者として選ばれていました 

３月の予定 

プレ講座（２/7） 

今年度は、鷹南学園の小学校５年生を

対象として、５校時に中学校教員によ

る特別授業を実施しました。７教科 11

講座の中から、各自が興味のある授業

を事前に一つ選び、意欲をもって参加

してくれた様子でした。五中教員も、

「未来の五中生」を思い描きながら、小

学生のために中学校の学習のきっかけ

になる授業にしようと丁寧に迎え入れ

の準備をしていました。当日はどの授

業も目を輝かせた児童の姿を至るとこ

ろで目にすることができました。この日

の出会いが未来につながっていくこと

を願っています。 

 


